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市
長
と
意
見
交
換

7/23

第

8/27仙北市を慰問
被
災
し
た
姉
妹
都
市
の

仙
北
市
を
慰
問

8/19
大
規
模
災
害
時
に

迅
速
な
対
応
を

災害時におけるＬＰガス供給に関する協定書調印式
　
　
　

と
長
崎
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
　
　

協
会
大
村
支
部
の
間

で
、「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
供
給
に
関
す
る
協
定
書
」の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、市
内
で
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、炊

き
出
し
や
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め

に
使
え
る
よ
う
、公
共
施
設
や

避
難
所
な
ど
へ
迅
速
に
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、災
害
時
の
応
援
体
制

を
整
え
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、関
係
各
機

関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強

め
る
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

市

8/19
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
評
価
を

行政評価外部評価公開
　
　
　

募
委
員
や
学
識
経
験

　
　
　

者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
外
部
評
価
委
員
会（
山
口

純
哉
委
員
長
）に
よ
る
、市
の

事
業
の
公
開
評
価
を
、郡
コ
ミ

セ
ン
と
市
コ
ミ
セ
ン
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、同
委
員
会
が
事

前
に
選
ん
だ
９
項
目
11
事
業

に
つ
い
て
３
日
間
で
評
価
が
行

わ
れ
、そ
の
様
子
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
公
開
し
ま
し
た
。

　

評
価
の
中
で
は
、外
部
評
価

委
員
な
ら
で
は
の
視
点
で
、さ

ま
ざ
ま
な
質
問
や
指
摘
が
出

さ
れ
、事
業
の
こ
れ
か
ら
の
方

向
性
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

公

8/26
地
元
の
切
実
な
声
を

届
け
る
た
め
に

国道34号大村拡幅等の整備促進に関する要望活動
　
　
　

民
で
組
織
す
る「
国

　
　
　

道
34
号
等
大
村
市

内
幹
線
道
路
整
備
促
進
期

成
会（
会
長
：
松
本
市
長
）」

が
、県
選
出
国
会
議
員
や
国

土
交
通
省
に
対
し
て
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
期
成
会
は
、「
国
道
34

号
大
村
拡
幅
区
間
の
早
期

完
成
」、「
市
内
幹
線
道
路
２

路
線
の
早
期
整
備
」、「
国
道

34
号
大
村―

諫
早
間
の
４
車

線
早
期
事
業
化
」に
つ
い
て
、

渋
滞
状
況
の
写
真
や
地
図
を

示
し
、地
元
の
切
実
な
声
を

届
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
県
や
関
係
自
治

体
な
ど
と
連
携
を
強
化
し
、

幹
線
道
路
網
の
早
期
整
備

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

官

どこでん市長室「シルバー人材センター『シルバーサポートにじ』」

　
　
　

月
９
日
、東
北
地
方

　
　
　

を
襲
っ
た
豪
雨
で
、姉

妹
都
市
の
秋
田
県
仙
北
市
が

大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と

に
伴
い
、小
野
副
市
長
が
現
地

を
訪
れ
、門
脇
光
浩
仙
北
市

長
を
慰
問
し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
を
襲
っ
た
記
録
的

な
大
雨
は
、各
地
で
土
砂
災

害
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
の
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。市
内
の
先
達
地
区
で
は
、

大
規
模
な
土
石
流
が
発
生
し
、

懸
命
な
捜
索
活
動
や
復
旧
作

業
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、死
傷

者
が
出
た
り
、建
物
全
壊
な
ど

の
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
仙
北
市
の
皆

さ
ん
に
、心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

８

　
　
　

３
回
目
と
な
る「
ど
こ

　
　
　

で
ん
市
長
室
」で
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー「
シ
ル
バ
ー
サ

ポ
ー
ト
に
じ
」の
皆
さ
ん
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

現
在「
に
じ
」の
メ
ン
バ
ー
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
女
性
会
員
の
み

30
人
で
構
成
さ
れ
、家
事
や

高
齢
者
の
生
活
支
援
、子
育

て
に
関
す
る
仕
事
の
技
術
向

上
の
た
め
の
勉
強
会
や
情
報

交
換
を
通
じ
て
、や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
楽
し
く
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
の
日
常
生
活
の
延

長
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
、も
っ
と
勉
強
し

て
い
き
た
い
」な
ど
の
意
欲
的
な

意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　県内では初開催となる「トミカ博 in NAGASAKI」がシー
ハットおおむらで行われ、期間中約5万人が訪れました。会場
いっぱいに設置されたセットに、子どもたちは大興奮！トミ
カ釣りやトミカ組立工場のアトラクションのほか、メインの
巨大ジオラマやショーケースに並ぶたくさんのクルマに子
どもたちは目を奪われていました。

のトミカ博が大村に！

▼トミカ博 in NAGASAKIあ12
15
/8 23/
9～ 1/

8
24
/

んなで元気にいち、に、さん！

▼夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会み
　三城小創立70周年を記
念し「夏期巡回ラジオ体
操・みんなの体操会」が同
校の体育館で開催されま
した。参加した皆さんは
早朝から元気に体操し、
その様子が全国にラジオ
で生放送されました。

8
18
/

学の不思議に興味津々

▼子ども科学館まつり科
　科学の不思議を学んで
もらおうと「子ども科学
館まつり」を開催しまし
た。参加した子どもたち
は、科学の実験などを楽
しみながら、そのおもし
ろさに夢中になっていま
した。

8
10
/

元の夏まつりを満喫

▼第30回ふくしげ夏まつり地
　今年で30回目を迎える
「ふくしげ夏まつり」が福
重地区で行われました。
会場では、ステージ発表
や伝統芸能などが披露さ
れ、訪れた皆さんはそれ
ぞれに夏まつりを楽しん
でいました。

　大分県で開催された全国高等学校総合体育大会（インターハイ）登山大
会で、大村高校山岳部女子が見事初優勝を飾りました。
　登山競技は、体力だけでなく気象や計画、マナーなど14項目を100点満
点で審査します。抜群のチームワークと努力の成果を発揮し、97.8点とい
う高得点をマーク。2位との差は実に0.1点という僅差での勝利に、「部員
や先生、応援してくれた人たちのおかげ」と喜びました。
　9月3日、メンバーは松本市長を訪問。全国制覇の喜びを報告し、市長は
その偉業を称えました。

大

満
い
員

は

mi
ra

i na
kata

akane fukuzoe

yu
kie

 ich
ikawa

昨年は7位入賞でも悔しくて、今年にかけ
る思いは強かった。僅差だったが私たちに
は大きい差。優勝できてうれしい。

一川幸恵（主将・気象担当）

帰ってきてから優勝の実感がわいてきま
した。メンバーや先生に感謝しています。
これからの人生に生かしたい。

福添朱音（自然観察担当）

練習を重ねてきたので、自信を持って臨
めました。チームワークはどこにも負けま
せん。優勝できて本当にうれしい。

中田未来（医療担当）

大村高校山岳部 インターハイ優勝おめでとう大村高校山岳部 インターハイ優勝おめでとう

過酷な状況だったが、普段通りに結果を
出せました。周りに支えていただいたお
かげです。これからも山岳を続けたい。

原口奏子（天気図担当）

kanako haraguchi
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